	文書番号　　
	整理番号
	●●

	（依頼者、開発業務受託機関←→実施医療機関の長）
契約2-23-1
	区分
	□治験　　□製造販売後臨床試験

	
	
	□医薬品　□医療機器　□再生医療等製品


業務委託契約書（案
）
受託者　国立大学法人熊本大学　契約責任者　病院長　氏名（以下「甲」という。）と委託者　（治験依頼者の会社名称・代表者職名・代表者氏名）（以下「乙」という。）が西暦　　年　　月　　日付け
で締結した整理番号（　●●　）の治験契約書（以下「原契約」という。）に従い、乙が原契約の実施に際し、業務の一部を開発業務受託機関　（受託機関の会社名称・代表者職名・代表者氏名）（以下「丙」という。）へ委託することについて次のとおり合意し、業務委託契約書（以下「本契約」という。）を締結する。
（委託される業務の範囲）
第１条　甲は、乙が開発業務のうち次に規定される業務（以下「本業務」という。）を丙に委託することを承認する。なお、乙丙間の業務の委受託に関しては、以下に定めるもののほか、乙丙が別途締結した業務委受託契約（以下「原委受託契約」という。）によるものとする。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊以下に業務内容を記入のこと（例示）＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
１．治験使用薬の交付に関する業務
２．治験のモニタリングに関する業務
３．症例報告書の回収及び原資料等との照合に関する業務
４．治験使用薬の回収に関する業務
５．治験の終了に関する業務
· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
（本業務の実施）
第２条　丙は、本契約のほか原契約書並びに原委受託契約にもとづき、本業務を実施するものとする。
（本契約の効力）
第３条　本契約は、契約締結日から原契約書の変更等にかかわらず本治験の終了までの間、効力を有するものとする。
２　本契約に規定する事項は、甲乙丙間の協議により、変更又は解除することができるものとする。
（責任の所在）
第４条　乙は、丙が実施する本業務の履行について、甲に対して責任を負う。ただし、丙は、本条の規定により、原委受託契約にもとづく丙の乙に対する責任を免れない。
以上、本契約締結の証として本書３通を作成し、甲・乙・丙記名押印の上、各１通を所持するものとする。
西暦    年    月    日
甲　　熊本市中央区本荘１丁目１番１号

国立大学法人熊本大学

契約責任者　病院長　　氏　　　名　　 印
乙　　住所
名称
代表者職名　　　　　　氏　　　名　　 印

丙　　住所
名称
代表者職名　　　　　　氏　　　名　　 印

・校閲機能を使い、修正してください


・赤字部分は黒字に修正の上、提出してください


・本コメントは図形ごと削除して提出してください





・フォント及び文字サイズは変更不可。全て全角


・代表者以外を契約者とすることは原則不可


・左側のインデント位置（開始位置）は変更可能


・代表者職名と氏名の間は追加・削除・改行可


・本コメントは図形ごと削除して提出してください。








�（案）は製本時まで削除しないで下さい


�契約締結日を入力（手書き不可）して下さい。





